
ギネスもうなる。平成１４年１１月にオープンした沖縄美ら海水族館に、
幅２２．５ｍ、高さ８．２ｍ、厚さ６０ｃｍの世界最大のアクリルパネルが登場。
世界シェアは５０％以上、約４０カ国の水族館で採用されている。

高度な積層接着技術

　アクリルパネルの製作技術を根底で支えているのが、アクリル板の高度な積層接着技術であ
り、精度の高い熱成形加工である。品質の劣化を防ぎ安定した透明度を保つ高水準の積層接着
技術は、何層にも重ねたアクリル板の接着部分を世界最高水準の強度と透明度に仕上げている。

匠の技

　「現場の施工は毎回一発勝負です。」と語るのは、「第一回ものづくり大賞」内閣総理大臣
賞を受賞した中條取締役。輸送できるサイズのパネルを工場で製作して、現場で最終製品に仕
上げる技術を構築することによって、パネルのサイズは無限大に拡がる。

信頼の実績

　現在まで国内はもとより、世界約４０カ国の水族館プロジェクトに関わっている。特に「沖
縄美ら海水族館」のアクリルパネルは、ギネス社から「世界最大のアクリルパネル」であるこ
と、「世界最大の水族館の窓」であることの２部門について認定されている。　　　　　　　
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